
UNRWA と日本の関係

　UNRWA 国連パレスチ難民救済事業
機関は第一次中東戦争後、1949 年 12
月 8 日に採択された国連総会決議 302

（IV）により、パレスチナ難民のための
救済と事業実施を目的として設置され、
1950 年 5 月 1 日に活動を始めました。
それから 73 年、UNRWA はパレスチナ
難民の支援と保護を行っています。
　パレスチナ難民という一つの難民グル
ープに対し、長期的支援を継続している
点において UNRWA は国連の中でも特
徴ある機関です。パレスチナ難民問題が
依然解決されていないため、支援は今や
四世代にわたります。活動分野は、教育、
医療保健、社会保障サービス、難民キャ
ンプのインフラ・環境改善、保護、小規
模金融、緊急支援など多岐にわたります。
自ら学校や病院を運営しているという点
も他の国連機関と比べ、UNRWA なら
ではです。
　日本が UNRWA への支援を始めたの
は、活動が開始されて間もない 3 年後
の 1953 年でした。この年は、第 2 次
大戦後日本の主権回復・国際社会への復
帰の礎であるサンフランシスコ平和条約
が発効した 1952 年の翌年であり、また、
日本が国際連合に加盟した 1956 年の 3
年前となります。
　日本は、過去 70 年間で、保健・教育
・生計支援・生活環境改善などに係るパ

レスチナ難民支援のため、総額約 10 億
ドルの支援を UNRWA を通じて実施し
てきました。
　長年にわたる日本の支援は、UNRWA
にとって非常に貴重なもので、UNRWA
における日本の信頼は確固たるものです。
70 周 年 の 記 念 の 行 事 は、 日 本 と
UNRWA の共同の努力の証しであり、パ
レスチナ難民の福祉と権利を確保するた
め、中東地域の和平構築のための継続的
な協力の重要性を強調することにつなが
ります。
　これまでの日本からの支援の内容とし
ては、保健分野では、UNRWA 診療所
の改善、予防接種、妊産婦検診、歯科検
診等を含む保健サービスやメンタルヘル
スケアを含む心理社会的な支援サービス
を提供しています。また、日本の支援で
の母子健康手帳の導入に加え、デジタル
分野で母子健康手帳アプリや、非感染性
疾患ケア・アプリの開発も実現しました。
　さらに教育分野では、日本は UNRWA
が担当するパレスチナ難民学生の教育の
質の向上を目的とした、さまざまなプロ
ジェクトに資金を提供してきました。例
えば、日本は UNRWA が運営する小中
学校やその他の公共サービス施設で、古
く劣化した施設・設備の保守・改修工事
の実施に対する財政的支援をしてきまし
た。ヨルダン、レバノン、シリア、ヨル
ダン川西岸、ガザにおけるパレスチナ難
民に対する UNRWA の教育事業に対し

て、一貫した支援を続けています。

70 周年記念イベント

　本年は日本と UNRWA の関係構築 70
周年を記念し、糸の繋がり、つむぎ、織
り を 象 徴 す る 日 本 語「 つ む ぐ
(Tsumugu)」 を テ ー マ に、 日 本 と
UNRWA のパートナーシップによって
生み出される豊かなタペストリーを表現
するイベントを展開してます（図１）。
　このプログラムは、日本からのパレス
チナ難民に対する継続的な支援への感謝
を示すとともに、地域全体の平和、安定、
発展を促進するための国際協力の重要性
を強調するものです。

セミナー・イベント報告 ２

パレスチナ難民にとって命のパスポート、母子手帳

UNRWA渉外局・広報スペシャリスト

新田　朝子
イスラエル国立・ヘブライ大学修士課程修了。非営利組織
運営やマネジメントを専攻。現在UNRWAエルサレム本部
にて日・UNRWA70周年イベントの企画、運営、また日本
向け広報、メディアリレーション等を担当。

UNRWA渉外局日本ドナーアドバイザー

石黒　朝香
愛知県出身。ジョージ・メイソン大学紛争分析解決学修
士課程修了。国連開発計画、対パレスチナ日本政府代表
事務所等の勤務を経て、現職。

図1　70周年ロゴ
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　その一環として、本年 6 月初旬に、
70 周年を記念して、母子健康手帳に関
するイベントをパレスチナ・ガザ地区と
オンラインにて開催しました。もともと、
パレスチナの母子健康手帳は、日本の支
援により、2005 年から始まった日本の
国際協力機構（JICA）とパレスチナ保
健庁が共同で実施した技術協力によって
誕生しました。 
　一方、母子健康手帳がパレスチナの共
通の保健増進のためのツールとなった大
きな局面は、UNRWA と幾つかの主要
NGO がもともと使っていた既存の母子
保健関係のカードを廃止し、母子健康手
帳に一本化したことでした。 
　このように、日本の支援により誕生し

た母子手帳が UNRWA の努力により、
当機関の活動地域であるシリア、レバノ
ン、ヨルダン、ガザ地区、東エルサレム
を含むヨルダン川西岸地区に広く導入さ
れてきた事実は特筆に値します。
　イベントは ’ Growing Together: 15 
Years of UNRWA Experience with 
Japan’ s Maternal and Child Health 
Handbook’ をテーマに 2023 年 6 月 6
日 ( 火 ) に実施しました。UNRWA と
JICA の共催で、後援を日本 WHO 協会
と国際母子手帳委員会にいただきました。
　本イベントは、日本・UNRWA 関係
樹立 70 周年を記念するとともに、上記
のような JICA と UNRWA の母子の健康
増進へ成果および貢献を踏まえ、ガザ地

区南部ハンユニスにある、UNRWA の
保健センタージャパニーズヘルスセンタ
ーにて式典を開催しました。名前の通り、
日本の支援で建設された保健センターで
す。（写真 1）
　100 名程度のパレスチナ難民のお母
さん方やその子どもたちが参加し、パレ
スチナ伝統舞踊のダプカダンスの披露で
会場が盛り上がりました。パレスチナ関
係担当大使及び対パレスチナ日本政府代
表事務所長の中島洋一大使、JICA パレ
スチナ事務所の星光孝所長、UNRWA
の清田明宏保健局長などが出席し、
UNRWA と日本の関係樹立 70 周年と日
本の母子手帳導入への支援へ感謝の言葉
を述べました。（写真 2,3,4,5）

写真1　記念式典の様子

写真5　記念式典でパレスチナの伝統舞踊を披露する
子どもたち

写真2　イベントに参加した親子 写真3　イベントに参加した親子

写真4　イベントに参加したガザ地区のお母さんと子どもたち
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パレスチナ難民と日本人の
お母さんたちの交流
　イベントの後半は、ガザと日本のお
母さんたちそれぞれ 5 名ずつをオン
ラインでつなぎ、母子手帳や子育てに
ついて意見交換する交流会でした。最
初の自己紹介では、何人のお子さんが
いるか、それぞれ何歳か、子どもの最
近のお気に入りの遊びは何か、などに
ついて紹介してもらい、似た年齢を持
つお母さんたち同士で親近感が増し、
とても和やかな雰囲気で始まりました。
　母子手帳をどのように活用している
かという質問に対し、ガザのお母さん
たちは、出産前また出産後の異なる段
階にかけて、母子の健康状態を記録・
管理しており、長期に渡った母子健康
管理という観点から重宝しているとの
紹介がありました。また、特に持病が
ありハイリスク出産とみなされたお母
さんたちにとっては、異なるクリニッ
ク・病院間での情報共有のためにも活
躍していました。日本のお母さんたち
からは、こうした健康管理のツールと
しての役割意外にも、自身が生まれた
時の母子手帳を紹介するお母さんもお
り、親から子へ受け継がれていくもの
としての役割にも触れました。また両
国ともに、母子手帳は家庭内のコミュ
ニケーションの一助となり、父親の育
児参加にも役立つ点で共感し合う様子
も伺えました。( 写真 6，7，8)
　また、日本人のお母さんの中には、
日本以外の母子手帳を持っていらっし
ゃる方もいて、その収載内容の違いな
どみな興味津々に聞いていました。
　さまざまな文化的、そうした状況に
対する母子手帳の役割についても紹介

がありました。日本人のお母さんが経
験した国では、「子どもは大きければ
大きい方がいい」という考えがあるこ
とから、このお母さんの子どもは細く
て不健康だと指摘されたことがあった
そうです。そこで、母子手帳内の成長
曲線グラフのページを見せ、子どもが
健康であるグラフの範囲内にあること
を見せ、納得してもらいました。グラ
フは、ガザのお母さんたちも活用して
おり、子どもたちが少し大きくなった
頃に、自分の成長を理解させるために
見せるお母さんの話がありました。ガ
ザのお母さんたちの多くは義母が一緒
に住んでいるか近所に住んでおり、子
育てを積極的に手伝ってもらっている
ようです。中にはアドバイスをもらい
大変助かっているという話があれば、
自分の子育てポリシーに反することを
子どもにされてしまい困っている、母
子手帳を読んでその理解を義母にも話
している、という方もいました。
　子育ては大変なこともたくさんあり
ますが、子どもを思う母親として、子
どもの笑顔を見たときや、一緒にいて
遊ぶときに幸せを感じ、子育てをして
よかったと思える瞬間であるという紹
介があり、どの国であっても、どんな
環境であっても、みな同じであるとい
うことが共有されました。
　最後に、お母さんたちに母子手帳が
今後改訂されるとしたらどんなことを
提案したいかとの質問が投げかけられ
たところ、「お父さんも参加できるよ
うなスペースを作ってほしい」という
提案があり、参加されたお母さんたち
はみな頷いていました。子どもが生ま
れる前から父親にも母子の健康に理解

を促すことは、将来的にも男性の育児
参加をより積極的に促すために役割を
果たすかもしれません。

すべての母子に母子手帳を

　2005 年から継続してパレスチナ母
子手帳を支援する萩原明子 JICA 国際
協力専門員は、「西岸とガザが分断さ
れる中、すべての母子に母子手帳を届
け よ う と、 保 健 庁、UNRWA、
UNICEF、JICA は奔走しました。当時
は関係者の往来や物資の搬送も困難な
状況でした。研修をオンラインで実施
し、母子手帳はワクチン冷蔵車に忍ば
せました。記念式典で母親の喜びの声
を聞き、15 年間厳しい封鎖下にあっ
たガザにも母子手帳が定着したことを
実感しました。支援を最も必要とする
母子に届けるため、国連機関、政府、
JICA が連携する意義があると確信し
ました。」とコメントしました。
　日本とガザ地区は 9,000km 以上離
れており、特にガザ地区の住民は自由
な出域ができないことから、普段なか
なか外の世界と触れあう機会がことは
できませんが、今回のイベントを通し
て、母子手帳、そして母親であること
を共通点に、お互いを身近に感じ、交
流を深められたことで大変有意義な会
となりました。また、日本が作成・発
展させてきた母子手帳が、大変過酷な
環境下で力強く生きるガザの女性たち
の健康管理、また子育ての一助として
役割を果たしていることが分かりまし
た。これまでの日本による支援を感謝
するとともに、今後も引き続き協力関
係を築いていけたらと考えています。

セミナー・イベント報告 ２
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写真6　オンライン会議の様子

写真8　オンライン会議の様子写真7　オンライン会議の様子

今回の記事はUNRWAより2023年７月に寄稿いただいたものです。
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